
























































































































































触れる。                        
３．現状における研究進捗状況 
全体構成は以下の通りである。     
「はじめに」「第 1 章 中国青瓷史概論」「第 2 章 越
州窯青瓷の編年」「第 3 章 竜泉窯青瓷の編年」「第 4
章 福建諸窯の倣・竜泉窯青瓷」「第 5 章 耀州窯青瓷
の編年」「第 6 章 技術的・意匠的影響関係」「第 7 章 
製品流通」「まとめ」 
現時点で執筆が進んでいるのは、「第 1 章」から「第
4 章」で、第 1 章では商代から戦国時代までの青瓷
の概略がまとまったが、まだ、漢代から唐代までの
部分が完了していない。「第 2 章」では、越州窯青瓷
の碗についての編年がほぼ完了したが、水注や壺、
合子など他器種についてはまだ途中である。「第 3
章」では、南宋代から元代の竜泉窯青瓷の編年はほ
ぼ完了したが、北宋代および明代の編年はまだ途中
である。「第 4 章」では、福建省諸窯の倣・竜泉窯青
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